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本格的な量子化学計算に必要な量子コンピュータ
例えば、根粒菌のニトロゲナーゼによる窒素固定の量子化学計算に必要な
量子コンピュータのリソースを見積もった論文

2000論理量子ビットの誤り耐性型量子コンピュータが必要









進んでいるハードウェアの現状 (上記URLのExhibit 6. 参照)
超超伝導、イオントラップ、光量子、量子ドット、冷却原子の現状比較
どの技術が勝ち残るかは決着がついていない。
量子ビットの品質、接続性、ビット数の競争が続いている。

量子コンピュータの３つの開発ステージによる価値の推移 (Exhibit 8. 参照)
2030年まではNISQ
2030年以降は誤り訂正による量子優位性
2040年以降は誤り耐性
創造される経済的価値はステージを上がるとともに飛躍的に増大

海外のコンサルティングファームはどう見ているか

例えば、ボストンコンサルティンググループ








